
電
気
の
絶
縁
器
具
で
あ
る
碍
子（
が
い

し
）。〝
せ
と
も
の
〟
の
産
地
で
あ
る

愛
知
県
瀬
戸
市
は
、碍
子
製
造
が
盛
ん
な
地

域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
訪
問
し
た
の
は
、瀬
戸
市
に
本
社
を
置

く
河
村
電
器
産
業
株
式
会
社
様
。1
9
1
9
年

に
碍
子
配
線
器
具
の
製
造
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

来
年
創
業
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
老
舗
企
業

で
す
。

　
同
社
研
究
開
発
部
の
水
野
浩
司
部
長
、吉

田
見
紀
開
発
推
進
チ
ー
ム
、服
部
太
輔
盤
開
発

チ
ー
ム
の
3
氏
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 （
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

河村電器産業株式会社

河村電器産業株式会社 概要

本社所在地	：	愛知県瀬戸市暁町 3番 86
創　　　立	：	1919 年（大正 8 年）8月
取締役社長	：	水野一隆
従  業  員  数	：	1892 名（平成 29年 3月31日現在）
事  業  内  容	：	産業用、民生用電気機器製造販売
Ｈ　　　Ｐ	：	http://www.kawamura.co.jp/
沿　　　革	：	
1919年：河村鈴吉の個人経営による河村製陶所として創業
1929年：合資会社河村商店設立。カットアウトスイッチ、	 	
	 カウンターウエイトなどの屋内配線器具の製造を開始
1945年：終戦と同時に製造部門を再開し「復興は先ず電気より」
	 のスローガンを掲げ、本格的に電気配線器具の製造・
	 販売を開始
1960年：業界に先駆けてホーム分電盤を開発・販売
1967年：会社組織を株式会社に改め河村電器産業株式会社
	 となる
1969年：キュービクル式高圧受電設備の製造開始
1988年：コンポーネント構造による分電盤の標準化に成功
1992年：本社・研究開発棟竣工
1996年：上海捷有電子有限公司を設立
1997年：システムラックの製造開始
2001年：電力監視モニターの製造開始
2006年：プレトラックコンセントの製造開始
2009年：JECA FAIR2009「ブレードブレーカ」国土交通大臣賞 受賞
2010年：	業界最薄ブレードブレーカ搭載「enステーション」の製造
	 開始
2017年：	ホーム分電函が建築設備技術遺産に登録

ヒットブランド
の源泉

Vol.8メーカーリレー訪問

研修施設「カワムラキャンパス」
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編
集
部　
１
０
０
年
企
業
、
ま
さ
し

く
老
舗
で
す
ね
。
創
業
時
か
ら

瀬
戸
の
地
で
事
業
を
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

水
野　
そ
う
で
す
。
瀬
戸
市
は
陶
磁

器
の
一
大
生
産
地
で
す
の
で
、
当

初
は
瀬
戸
市
で
取
れ
る
良
質
な
セ

ラ
ミ
ッ
ク
を
加
工
し
て
で
き
る
碍

子
の
ほ
か
、
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
ス

イ
ッ
チ
や
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
電
球

ソ
ケ
ッ
ト
な
ど
絶
縁
器
具
と
し
て

の
磁
器
製
器
具
を
製
造
し
て
い
ま

し
た
。
今
は
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
や
分

電
盤
な
ど
電
気
機
器
が
主
要
な
製

品
で
す
が
、
電
気
の
「
安
全
・
安

心
」
を
支
え
る
技
術
と
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
い
う
企
業
理
念
は

創
業
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

編
集
部　
な
る
ほ
ど
、
陶
磁
器
業
界

と
電
気
機
器
業
界
と
い
う
の
は

親
和
性
が
高
い
ん
で
す
ね
。
河

村
電
器
さ
ん
と
言
え
ば
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で

す
が
。

吉
田　
１
９
６
９
年
に
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
の
本
格
生
産
を
始
め
ま
し
て
、

お
か
げ
さ
ま
で
、
い
ま
で
は
業

界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
い

ま
す
。
分
電
盤
も
歴
史
が
古
く
、

１
９
６
０
年
に
業
界
に
先
駆
け

て
ホ
ー
ム
分
電
盤
を
開
発
・
販

売
し
て
い
ま
す
。
61
年
に
発
売

し
た
「
ホ
ー
ム
分
電
函
（
盤
）

（
Ｂ
Ｂ
Ｋ
―
３
）
」
は
建
築
設

備
技
術
者
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｅ

Ｅ
、
野
部
達
夫
会
長
）
の
建
築

設
備
技
術
遺
産
に
も
認
定
さ
れ

て
い
る
ん
で
す
よ
。

左：水野浩司 研究開発部部長　中：服部太輔 盤開発チーム　右：吉田見紀 開発推進チーム

本社外観

ホ
ー
ム
分
電
盤
の

パ
イ
オ
ニ
ア

ヒットブランド
の源泉 Vol.8
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圧
倒
的
な
施
工
性
の
向
上
！

ホ
ー
ム
分
電
盤「
Ｅｚ
ラ
イ
ン
」

編
集
部　
そ
れ
で
は
、
ヒ
ッ
ト
ブ
ラ

ン
ド
の
ホ
ー
ム
分
電
盤
「
Ｅ
ｚ

ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
製
品
な
の

で
し
ょ
う
か
。

水
野　
全
国
の
電
気
工
事
店
様
よ

り
、
従
来
の
ホ
ー
ム
分
電
盤
で

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

も
と
に
改
良
を
重
ね
、
施
工
性

を
徹
底
的
に
追
求
し
た
ホ
ー
ム

分
電
盤
で
す
。
ま
た
、
大
幅
な

小
型
化
で
取
付
場
所
の
自
由
度

が
ア
ッ
プ
、
フ
タ
付
、
フ
タ
な

し
と
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
特
長
で
す
。

編
集
部　
施
工
性
面
で
の
特
長
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

服
部　
施
工
性
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
３
点
で
す
。

①
分
岐
配
線
は
下
か
ら
だ
け
で
完
了

　
　
分
岐
ブ
レ
ー
カ
（
最
大
28
回

路
）
は
下
段
側
だ
け
の
横
一
列

配
置
で
す
の
で
、
天
井
付
近
で

手
さ
ぐ
り
に
な
り
が
ち
な
上
段

側
の
配
線
作
業
が
あ
り
ま
せ
ん
。

下
側
に
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

出
来
、
配
線
の
余
長
を
収
納
す

る
の
も
簡
単
で
す
。

②
配
線
や
結
線
が
や
り
や
す
い

　
　
基
台
の
外
壁
を
カ
バ
ー
側
に
付

け
た
た
め
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
を

広
く
と
る
こ
と
が
出
来
、
手
が

当
た
ら
ず
に
効
率
よ
く
配
線
や

結
線
が
出
来
ま
す
。

③
電
線
を
引
き
出
し
や
す
い
工
夫

　
　
ガ
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
、
基

台
フ
レ
ー
ム
の
下
部
に
傾
斜
が
つ

い
て
い
ま
す
の
で
、
電
線
を
引
っ

か
け
ず
に
入
出
線
出
来
ま
す
。

②広い作業スペースで配線や結線ができます！

①分岐配線は下からだけで完了します！

③電線を引き出しやすい工夫があります！
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カ
ワ
ム
ラ
な
ら
で
は
の

分
岐
横一列
配
置

編
集
部　
開
発
す
る
う
え
で
困
難

だ
っ
た
こ
と
、
技
術
的
に
難
し

か
っ
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で

し
ょ
う
。

服
部　
筐
体
設
計
の
立
場
か
ら
言
い

ま
す
と
、
基
台
の

外
壁
を
カ
バ
ー
側

に
付
け
た
こ
と
で

す
。
従
来
は
、
基

台
は
囲
わ
れ
て
い

て
当
た
り
前
、
箱

状
の
基
台
の
中
に

主
幹
や
分
岐
を
収

め
る
と
い
う
設
計

で
し
た
。
施
工
性

を
追
求
し
た
結

果
、
基
台
は
囲
わ

ず
、
フ
ラ
ッ
ト
に

す
る
と
い
う
発
想

の
転
換
が
難
し
い

部
分
で
し
た
。

吉
田　
や
は
り
「
分
岐
横
一
列
配

置
」
の
発
想
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
ま
で
の
ブ
レ
ー
カ
で
は
、
あ

り
え
な
い
発
想
で
し
た
。
横
一

列
に
す
る
こ
と
で
横
幅
が
大
き

く
な
っ
た
の
で
は
意
味
が
な
い

か
ら
で
す
。
10
ｍｍ
幅
と
い
う
他

社
に
な
い
ブ
レ
ー
カ
を
我
々
は

持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
施
工

性
を
維
持
し
な
が
ら
、
多
回
路

で
も
横
幅
を
小
さ
く
す
る
こ
と

が
実
現
で
き
ま
し
た
。

水
野　
幅
10
ｍｍ
は
、
接
続
さ
れ
る
電

線
サ
イ
ズ
を
考
え
る
と
こ
れ
以

上
薄
く
設
計
で
き
な
い
サ
イ
ズ

で
す
。

編
集
部　
ホ
ー
ム
分
電
盤
の
パ
イ
オ

ニ
ア
で
あ
る
河
村
電
器
産
業
な
ら

で
は
の
技
術
な
の
で
す
ね
。
具
体

的
に
は
ど
れ
く
ら
い
施
工
時
間
が

短
縮
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

吉
田　
分
岐
二
列
タ
イ
プ
と
比
較

し
て
約
40
％
施
工
時
間
を
短
縮

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
比
較

動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ　

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

編
集
部　
「
Ｅ
ｚ
ラ
イ
ン
」
と
い
う

製
品
名
の
由
来
は
？

吉
田　
施
工
が
簡
単
と
い
う
意
味
の

「
イ
ー
ジ
ー
」
（
e
a
s
y
）
と

横
一
列
の
線
と
い
う
意
味
の
「
ラ

イ
ン
」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で

す
。
「
イ
ー
ジ
ー
」
は
表
記
し
た

時
の
印
象
を
強
め
る
た
め
に
「
Ｅ

ｚ
」
と
し
て
い
ま
す
。

大
幅
な
小
型
化
で

設
計
の
自
由
度
ア
ッ
プ

編
集
部　
大
幅
な
小
型
化
も
特
長
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
の
く
ら
い

コ
ン
パ
ク
ト
な
の
で
し
ょ
う
か
。

水
野　
弊
社
従
来
型
の
分
岐
二
列

タ
イ
プ
（
リ
ミ
ッ
タ
ー
ス
ペ
ー

ス
な
し
28
回
路
ベ
ー
ス
）
と
比

較
し
て
、
横
サ
イ
ズ
は
40
㎜
小

さ
い
5
1
0
mm
、
縦
サ
イ
ズ
は

1
0
0
mm
低
い
2
2
0
mm
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
限
ら
れ

た
収
納
を
よ
り
広
く
活
用
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
ド
ア

な
ど
の
建
具
の
大
型
化
に
も
対

応
で
き
、
設
置
場
所
の
可
能
性

が
拡
が
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
フ
タ
付
・
フ
タ
な
し
で

価
格
や
縦
横
サ
イ
ズ
は
変
わ
り

ま
せ
ん
の
で
、
設
計
の
自
由
度

は
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

吉
田　
最
近
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
で
シ
ュ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
内

に
分
電
盤
が
設
置
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
も
楽

に
施
工
で
き
ま
す
。

是
非一度
、施
工
性
の
良
さ
を

体
感
し
て
下
さ
い
！

編
集
部　
電
気
工
事
店
様
へ
の
Ｐ
Ｒ

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

吉
田　
広
告
媒
体
で
の
Ｐ
Ｒ
の
他
、

当
商
品
の
最
大
の
特
長
で
あ
る

施
工
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
触
れ
て
体
感
し
て
頂
く
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河
村
電
器
産
業
㈱
様
は
、ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、女
性
の
活
躍

推
進
に
向
け
た
様
々
な
先
進
的
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
か
ら
大
規
模
な
人
事
制
度
改

革
を
行
い
、ト
ッ
プ
の
意
識
表
明
や
女
性
の
採

用
拡
大
、管
理
職
登
用
を
進
め
、２
０
１
６
年

に
は
生
産
現
場
で
も
女
性
課
長
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
は「
女
性
活
躍
」や「
働
き
方

改
革
」を
推
進
す
る
た
め
、河
村
幸
俊
代
表
取

締
役
会
長
直
属
の「
女
性
活
躍
推
進
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、女
性
の
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、出
産
・
育
児
・
子

ど
も
の
教
育
・
介
護
に
対
す
る
支
援
を
充
実
さ

せ
。各
種
の
認
定
・
認
証
制
度
を
取
得
し
て
い

ま
す
。

育
児・介
護
関
連
の
主
な
取
組

◉
1
歳
に
達
す
る
年
度
の
翌
4
月
末
ま
で

　
育
児
休
業
を
取
得
可
能

◉
子
が
小
学
校
就
学
前
ま
で
取
得
で
き
る

　
短
時
間
勤
務
制
度
、所
定
外
労
働
の
免
除

◉
配
偶
者
出
産
休
暇（
3
日
間・有
給
）

◉
就
業
時
間
の
繰
り
上
げ・繰
り
下
げ

◉
失
効
し
た
年
次
有
給
休
暇
積
立
が
、

　
育
児
休
業
、介
護
休
業
に
最
大
20
日
間

　
利
用
可
能

◉
出
産
祝
金
制
度

◉
通
算
1
8
6
日
間
利
用
で
き
る

　
介
護
休
業
制
度（
分
割
も
可
）

こ
と
が
一
番
伝
わ
り
や
す
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
展

示
会
で
は
で
き
る
だ
け
施
工
体

験
も
し
て
頂
け
る
機
会
を
設
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

編
集
部　
最
後
に
、
本
誌
読
者
で
あ

る
電
材
卸
業
者
様
、
電
気
工
事

業
界
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

水
野　
電
気
工
事
業
界
で
も
人
手
不

足
は
深
刻
な
状
況
で
、
生
産
性

の
向
上
や
施
工
性
の
向
上
は
喫

緊
の
課
題
と
し
て
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
「
Ｅ
ｚ
ラ
イ
ン
」
は

そ
の
課
題
に
対
す
る
弊
社
の
ひ

と
つ
の
答
え
で
す
。
当
商
品
の

施
工
性
の
良
さ
は
か
な
り
自
信

を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
使
っ
て

頂
い
た
お
客
様
か
ら
は
高
い
評

価
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
　

是
非
一
度
、
実
際
に
体
感
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
体
感
し
て
頂
い
て
、
ご
意

見
や
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
弊
社
の
営
業
マ
ン
も
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
伝
え

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。

女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
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内
閣
府
が
発
表
し
た
首
都
直

下
地
震
の
被
害
想
定
で
は
、感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
の
設
置
に
よ
る

「
電
気
関
係
の
出
火
防
止
」を

行
っ
た
場
合
、被
害
は
現
状
と
比

較
し
て
約
1
/
2
に
低
減
。さ

ら
に「
電
気
関
係
の
出
火
防
止
」

と
消
火
器
具
の
保
有
を
合
せ
て

行
っ
た
場
合
に
は
約
1
/
20
ま

で
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

※
平
成
25
年
12
月
内
閣
府
中
央
防
災
会

議
首
都
直
下
型
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ「
首
都
直
下
型
地
震
の
被

害
想
定
と
対
策
に
つ
い
て（
最
終
報
告
）」

　

　

横
揺
れ
に
加
え
て
縦
揺
れ
も

正
確
に
感
知
で
き
る
カ
ワ
ム
ラ
の

セ
ン
サ
ー
式
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

震
度
5
強
相
当
以
上
の
揺
れ
を

感
知
す
る
と
、ラ
ン
プ
と
ブ
ザ
ー

で
お
知
ら
せ
し
た
後
、主
幹
ブ

レ
ー
カ
ー
を
遮
断
し
て
電
気
の

供
給
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。利
用

環
境
に
合
わ
せ
て「
遮
断
ま
で
の

時
間
」と「
感
知
す
る
震
度
」の

設
定
も
可
能
で
す
。

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム・
地
震
対
策
の
強
化
に
！

カ
ワ
ム
ラ
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

業界最高峰の
高感度センサー搭載
感震ブレーカー

地震発生直後の火災を防止安心
01

遮断までの時間を
設定できる

安心
03

安心
02

主幹ブレーカーの遮断までの時間を、即時・
1分・3分から選択可能※。夜間避難時の
照明の確保や、火元となる恐れのある電気
機器への対策につながります。

感知する震度を
設定できる

安心
04
感知する揺れの大きさを震度5強・震度6
弱から選択可能※。各住まいの耐震対策
に合わせた設定により、不要な電気の遮
断を控えることができます。

生活振動で
作動しない※

安心
05
感知した揺れが地 震か生活振 動かを
高精度で見分けるカワムラ独自の技術
「EQDアルゴリズム」により、ドアの開閉や
トラックの通過などによる反応を抑えます。

電気機器などの転倒による火災を防ぎます。

復電時の通電火災を防止
いつ起こるかわからない自宅の火災を防ぐため、
避難所にいても安心です。

※建物の修繕工事などで発生する大きな振動によって、
　稀に作動する場合があります。

※「樹脂ケース入り感震リレー」「感震コンセント」は
　震度5強相当以上で固定です。

※「樹脂ケース入り感震リレー」「感震コンセント」は3分で
　固定です。

プイタ盤電分プイタ盤電分 コンセントタイプ

2段階遮断タイプ HEMS連携タイプ

感震ブレーカ機能付
ホーム分電盤

太陽光・EVに対応
戸建住宅向け

HEMS・ZEH対応
スマートハウス向け

圧倒的な小型
集合住宅向け

ピンポイント対応
熱源電気機器向け

機能追加に対応
既設ホーム分電盤向け

漏電ブレーカ付
感震リレー

感震ブレーカ機能付
ホーム分電盤

感震ブレーカ機能付
ホーム分電盤 感震ブレーカ盤

樹脂ケース入り
感震リレー

カワムラの感震ブレーカーラインナップ
新築・リフォーム・地震対策の強化に！

新 築 既 築

感震コンセント 樹脂プレート付
感震リレー

内蔵型 後付型

ホーム分電盤の設置をお考えの場合 に設置されている場合感震ブレーカー機能のないホーム分電盤がすで
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イチ推し
ご紹介
I C H I O S H I
！カワムラの



　

ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ
等
の
利

用
頻
度
が
増
え
、集
合
住
宅
で
は

「
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
」の
設
置
が
急

務
で
す
。

　

カ
ワ
ム
ラ
の「
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｏ
」

は
屋
内
・
屋
外
兼
用
で
自
立
設

置
の
た
め
、設
置
場
所
で
の
お
悩

み
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
ま
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
軒
下
、屋
根

の
な
い
場
所
な
ど
敷
地
内
の
有

効
ス
ペ
ー
ス
を
活
か
し
て
取
り
付

け
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、1
0
0
年
近
く
住
宅

用・産
業
用
の
様
々
な
場
所
に
使

わ
れ
る
電
気
機
器
類
を
守
っ
て

き
た
カ
ワ
ム
ラ
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

技
術
を
活
か
し
て
作
ら
れ
て
お

り
、高
い
防
水
性（
Ｉ
Ｐ
Ｘ
4
相

当
）、防
錆
性（
ス
テ
ン
レ
ス
製
）、

堅
牢
性（
耐
風
圧
：
風
速
40

ｍ
/ｓ
）が
自
慢
。お
届
け
さ
れ
た

荷
物
を
大
切
に
保
管
し
ま
す
。

　

長
期
間
、コ
ン
セ
ン
ト
に
プ
ラ
グ

を
差
し
込
ん
だ
ま
ま
に
す
る
と
、

プ
ラ
グ
の
周
辺
に
ほ
こ
り
が
溜

ま
り
ま
す
。溜
ま
っ
た
ホ
コ
リ
に

湿
気
な
ど
が
付
着
す
る
こ
と
で
、

プ
ラ
グ
の
刃
の
両
極
間
に
微
小

な
放
電（
シ
ョ
ー
ト
）が
繰
り
返

さ
れ
ま
す
。つ
い
に
は
差
込
み
プ

ラ
グ
の
絶
縁
状
態
が
悪
く
な
り
、

発
熱
、最
悪
の
ケ
ー
ス
で
は
差
込

み
プ
ラ
グ
よ
り
発
火
に
至
り
ま

す
。こ
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
は

い
つ
お
こ
る
か
わ
か
ら
ず
、夜
間

や
不
在
の
時
に
発
生
し
た
場
合
、

発
見
が
遅
れ
思
わ
ぬ
被
害
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ワ
ム
ラ
の「
プ
レ
ト
ラ
ッ
ク
コ

ン
セ
ン
ト
」は
微
小
な
放
電
電
流

を
検
知
す
る
世
界
初
の
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
検
出
回
路
を
搭
載
。電
気

を
遮
断
し
、ア
ラ
ー
ム
で
お
知
ら

せ
し
て
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
を
未

然
に
防
ぎ
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
日
本
消
防
設

備
安
全
セ
ン
タ
ー
の
消
防
防
災
の

推
薦
製
品
と
し
て
も
認
定
、奈

良
の
薬
師
寺
や
京
都
の
建
仁
寺

な
ど
の
文
化
財
に
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

宅配ボックス
ＲＵＳＵＰＯ
（ルスポ）

プレトラックコンセント
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